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規模国営企業を中心に展開した。政府は最終製品や布類など 原材料の輸入を厳しく制限するなど、繊維産業を幼稚産業として保護した。アパレル産業は一九六〇年代半ばに民間企 中心に展開 始めた。アパレル原材料の輸入は厳しく制限されており、原材料 国内産が用いられ、国内市場向けに生産されてい　
経済開放政策後、外資の参入が
促され自由貿易区（ＦＴＺ）を中心にアパレル工場 設立さ 始めた。これ以降、繊維 業は輸入に
　
開発途上国では、労働集約的な































引先であり、そのほかにはＧＡＰ社、ナイキ社など、低価格を売りにしないが超高級ではない いわゆるアッパーミドルが名を連ねている。そ てスリランカ企業が生産してい 下着や衣類は、特殊な加工や質を重視する高付加価値の商品が主体とな 。　
価格競争という逆風にスリラン
カのアパレル 業は か 持ちこたえ、独自の立場 確立したのだろうか。以下ではＭＡＳホールディングス社というスリランカを代表するアパレル企業に注目し







































技術向上は達成できなかったはずである。この精力的な拡大の背後にはトラスト氏のスリランカ企業への積極的な働きかけがある。スリランカにおいて ラスト氏はＭＡＳ社一社で なく、複数 企業を育てた。トラス 氏は合併による規模の拡大や製造技術の向上だけでなく、ス の企業経営者らに当時の先端的な経営手法を導入させた。スリランカの経営者はトラスト氏のやり方の影響を多分に受けている。●価格以外の付加価値付与　
逆風のなかで、スリランカが生





































社の工場では朝に工場のバスが近隣の村を回り労働者を迎えに行く。労働者は工場が提供する無料 朝食をとって仕事を開始する。すべてのＭＡＳ社工場は明るく、掃除、温度管理がされ おり、工場内に保健室と銀行がある。従業員は全員制服を着 おり、一分間 作業量を守るために相当なスピードで作業している。一カ月の作業量の割り当て 上回れば、割増賃金が支払われるので、作業に余念がい。その一方で、妊娠中の女性は赤い帽子をかぶり、作業の軽減の配慮がなされていることが一目瞭然となって る。また、スリランカのアパレル産業では、一般的に労働組合が認められていな が代わりに従業員協議会が毎月開催され、 者と経営者 職場や近隣の環境の問題について話し合う機会が設けられている。　
ＭＡＳ社は、工場における労働
環境を整えただ ではなかった。ＭＡＳ社は、地方に雇用を創出しようとしていた当時 政府 圧力もあり、一九九〇年代以降、地方に工場を設立 た。これにより、多くの場合、女性が家族から離れなくてもよくなった。さらに方の労働者を効率 く集め、気持
ちよく集中して働いてもらうためには、住環境・コミュニティの整備も必要であるという結論に達した。そこで工場で行ったのが、近隣コミュニティを巻き込んだ教育、保健啓発、スポーツ・芸術イベントなどであった。近隣の学校や病院への寄付、場合によってはそのものを設置した。　
このような事業展開は、ＭＡＳ












ているかどうかを監査する制度や会計士らが民間にも豊富に存在した。優秀ではあっても大学には不合格となっ しまった学生 会計学校が引き寄せており、数多くの専門家を輩出している。これらの現地の専門家らは、工場におい労働環境や会計処理につ 厳しい監査を行った。つまり 顧客はわざわざ現地に監査チームを送る必要はなく、 監査企業を利用することができた。欧米企業は負担するコストや 力を最小限に法令順守を監督することができ、最終消費者に対して清廉潔白であることを証明できた。　
スリランカのアパレル産業は、
萌芽期に運良く獲得した優良な取引先を、生産技術向上と経営努力およびＣＳＲ・環境への配慮の相乗効果によってつなぎ止めることができた稀な例なのかもしれない。（あらい
　
えつよ／アジア経済研
究所
　
動向分析研究グループ）
